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よけ・まじないに用いられた墨書土器�“　　わ”って何だろう？�

　柿田遺跡では、「いわ」と墨書された土器が20点以上も見つかりました。この「いわ」
の文字は、何を示すのでしょうか？�
　はじめは、「いわ」は人名で、この土器の所有者を示しているのではないか、と考えま
した。しかし、これらの「いわ」の墨書を比較すると、右上の図のように書体が幾通りも
あることが分かりました。このことは、「いわ」の墨書が、一人によるものでなく、複数の人
による筆跡であることを示しています。よって、「いわ」の墨書が所有者を示すものであ
るとは考えにくくなります。では、どういう意味で「いわ」と墨書したのでしょうか？ その手
がかりになるのが、中世の館跡付近で出土した下の墨書土器です。�

　右の山茶碗（小皿）の外面には、たくさんの記号や
文字のようなものが記されています。どんなことが書か
れているのかは分かりませんが、まじないに関するもの
ではないかと思われます。また、上の図の「＃」や「　」
は邪気や魔物を迷路に迷わせる魔よけの記号と考え
られています。これらの魔よけ記号の書かれた墨書土
器も数多く出土しました。�
　中世では、魔よけやまじないに「呪符木簡」（語句
解説欄参照）という木簡が用いられたことが有名です
が、柿田遺跡で出土したこれらの遺物は、不明な点が
多かった中世の墨書土器の謎に迫る貴重な考古学
資料となるに違いありません。�

じゃ き�

じゅ ふ�

用語辞典�
 花押�
　花押は個人のサインを記号化したもので、名前の漢
字をくずしたり、偏や旁の一部を組み合わせたりしてつ
くります。身分の高い人が、主に文書の終わりに自分の
サインとして用いました。�

 山茶碗�
　11世紀後半～15世紀にかけて東海地方で焼かれた
釉薬をかけられていない陶器です。�

 木簡�
　木の板に墨で文字を記したもの。木簡には、荷物に
つけられた“付札木簡”や手紙として用いた“文書木簡”、
まじないに用いた“呪符木簡”などがあります。平城京
跡のような古代の都の跡から出土するものが有名です
が、柿田遺跡からも中世の木簡が見つかっています。�

か おう�

へん�

ゆう やく�

つくり�

もっ かん�

つけふだ�

じゅ ふ�

※背景の文字は柿田遺跡出土の墨書をトレースしたもの�

かき だ ぼく しょ�

　花押の上に「上」と
いう文字が書かれて
います。「上」は、一字
で「たてまつる」と読み、
「（目上の対象に）さし
あげる」という行為を意
味します。また、花押は
解読できませんが、そ
れを用いる人物は、そ
の土地でもかなりの有
力者に限定されます。
このことから、この墨書土器は、柿田の有力者（おそらく館の主）が「目上の対象」である
神仏にお供え物を盛るため、つまり祭祀に用いたものではないか、と考えられるのです。�
　「いわ」の墨書土器も館跡付近で出土していることから、おそらく「上＋花押」の墨書
土器と同様に祭祀のために用いられたのではないか、という推測が可能です。館の主を
中心に、「いわ」という共通の言葉を用いる村の集団が、神仏に祈りを捧げる姿を、これら
の墨書土器から想像してみました。�

か おう�

か おう�

さい し�

墨書土器とは�
　墨で文字や記号を書いた土器を“墨書土器”といいます。古墳時代前期と思われる出土例もありますが、一般には飛鳥時代からみられ

るようになり、最も多いのは古代（奈良時代～平安時代）です。古代では、土師器や須恵器、灰釉陶器の杯・碗・皿・盤といった食器にみら

れます。�

　最近では、東海地方を中心に中世（鎌倉時代～室町時代）の遺跡からの出土例も増えてきました。主に山茶碗の碗や小皿にみられます。�

　墨書されている内容は、官職・建物・人物・食品の名称や、1文字から数文字の表記でそれだけでは意味の分からないものなどがあります。 

1文字の例では、「大」・「冨」・「万」などの縁起のよい内容を示すものと、「　」・「　」など記号と思われるものとがあります。縁起のよい内

容を示す文字は、古代から中世まで時代を問わず、また各地の遺跡から出土しています。�

　墨書土器の出土例は枚挙に暇がありませんが、「どのような意図で墨書したのか」が分からないものが多く、謎の多い遺物です。�

柿田遺跡と墨書土器�
　柿田遺跡の調査では、弥生時代～近世の遺構や遺物が数多く発見されました。なかでも中世の館跡や集落跡などの遺構や、20万点に

も及ぶ中世の遺物の発見は、特筆すべき成果です。�

　また、出土した遺物の中には、墨書土器や木簡のように文字が記されたものがありました。特に中世の墨書土器は約850点にものぼり、

全国的にみても注目に値する出土量といえます。�
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柿田遺跡出土 木簡�

有力者のものと思われる中世の館跡（柿田遺跡）�

後田遺跡出土�
呪符木簡�

柿
田
遺
跡
出
土  

付
札
木
簡�

『後田遺跡・大道下遺跡�
第2次発掘調査報告書』�
1997（財）山形県埋蔵文化財センター�
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�

館の地境溝�館の地境溝�
ぢざかいみぞ�ぢざかいみぞ�

柿田遺跡�
（可児市・御嵩町）�

まじないの記号が記された小皿（柿田遺跡）

「いわ」と記された小皿（柿田遺跡）

「上」と花押が記された碗（柿田遺跡）



調査事業計画�

注）日本の旧石器時代の始まりについては、現在、再検討されています。よって、本紙では、新たな見解が発表されるまで、年代の記載を中止いたします。�
　  また、縄文時代の始まりについては、ほかに約13000年前など、いくつかの説があります。�
　  弥生時代の始まりについても、最近新しい説が発表されましたが、本表では、従来の説に従っています。�

旧石器時代� 縄 文 時 代� 弥生時代�
古墳�
時代�

古　代� 中　世� 近世� 近・現代�

飛鳥時代�奈良時代� 安土・桃山時代�

明
治�

大正�

平安時代� 室町時代� 江戸時代� 昭和�平成�鎌倉�
時代�

約12000年前（100年を5mmで表現すると、縄文時代は約60cmになります）� 約2300年前�

BC（紀元前）�AD（紀元後）�

約1700年前� 710 1192 1333 1573 1603 1868794

54

1
2

3 4

5 6
7 8 9

10

12 13 14
15

16

11

飛騨出張所�

文化財保護センター�
三田洞事務所�

事業マーク� 時代マーク�

発 掘�

整 理�

縄文時代�縄 文� 弥生時代�弥生�

古墳時代�古 墳� 古　代�古 代�

中　世�中 世� 近　世�近 世�

凡　例�

縄 文� 弥生� 古 墳�

古 代� 中 世� 近 世�太江遺跡（飛騨市）�

事業者：岐阜県基盤整備部古川建設事務所�
事業名：主要地方道神岡河合線道路改良�

赤保木遺跡（高山市）�1

　古代寺院跡の周辺に広がる集落跡です。大型の建物

跡などを発見しました。土器類、瓦、鉄製品などが多数出

土しました。墨で「高家寺」と書かれた食器など貴重な遺

物も見つかっています。�

縄 文� 弥生� 古 墳�

古 代� 中 世� 近 世�

中野大洞平遺跡・大洞平5号古墳・�

中野山越遺跡・西ヶ洞廃寺跡（飛騨市）�

事業者：岐阜県基盤整備部飛騨地域農山村整備事務所�
事業名：県営農道整備事業（古川南部2期）�

2

　縄文時代～平安時代の4遺跡です。縄文～古代の竪

穴住居跡、古墳時代末期の方墳、平安時代の山林寺院跡

が見つかりました。西ヶ洞廃寺跡は丘陵の南側、他の遺

跡は同じ丘陵の北側にそれぞれ隣接して位置し、遺跡間

の距離は4km程度です。�

縄 文� 弥生� 古 墳�

古 代� 中 世� 近 世�

事業者：国土交通省高山国道事務所�
事業名：中部縦貫自動車道建設�

3

　扇状地の緩斜面上にある縄文時代～古代にかけての

集落跡です。試掘確認調査では、竪穴住居跡や縄文土器、

弥生土器などが見つかりました。広い範囲で多数の竪穴

住居跡などが見つかると予想され、ここに暮らした昔の人々

の生活が見えてくるのが楽しみです。�

塚奥山遺跡（藤橋村）�
縄 文� 弥生� 古 墳�

古 代� 中 世� 近 世�

事業者：水資源機構徳山ダム建設所�
事業名：徳山ダム建設�

5

　この遺跡は、ダムに沈む遺跡の中で最も奥にあります。

1つの遺跡で縄文時代におけるほぼ全ての時期の土器が

出土したため、これらを時代順に並べると縄文土器の移

り変わりがよくわかります。�

野内遺跡（高山市）�
縄 文� 弥生� 古 墳�

古 代� 中 世� 近 世�

事業者：国土交通省高山国道事務所�
事業名：中部縦貫自動車道建設�

4

　平成14年度から始まった調査の3年目です。高山市上

切町の山ぎわに広がる2つの地点で調査をしています。

南の地点では、昔の川の跡から須恵器や木製品が出土し

ています。また、北の地点は奈良～平安時代の集落跡と

考えています。須恵器や灰釉陶器などが出土します。�

す え き�

かいゆう とう き�

たい え�

つか おく やま�

櫨原神向遺跡（藤橋村）�
縄 文� 弥生� 古 墳�

古 代� 中 世� 近 世�

事業者：水資源機構徳山ダム建設所�
事業名：徳山ダム建設�

7
はぜ はら かみ むかい�

東野遺跡（坂祝町）�
縄 文� 弥生� 古 墳�

古 代� 中 世� 近 世�

事業者：岐阜県基盤整備部可茂建設事務所�
事業名：一般国道248号太田バイパス（坂祝町）道路改良�

13
ひがし の�

柿田遺跡（可児市・御嵩町）�
縄 文� 弥生� 古 墳�

古 代� 中 世� 近 世�

事業者：国土交通省多治見砂防国道事務所�
事業名：東海環状自動車道（八百津～笠原）建設�

15
かき だ�

大平遺跡（串原村）�
縄 文� 弥生� 古 墳�

古 代� 中 世� 近 世�

事業者：岐阜県基盤整備部恵那建設事務所�
事業名：県道下明智線道路改良�

16
おおだいら�上恵土城跡・�

　　　　浦畑遺跡（御嵩町）�

縄 文� 弥生� 古 墳�

古 代� 中 世� 近 世�

事業者：国土交通省多治見砂防国道事務所�
事業名：一般国道21号可児御嵩バイパス建設�

14

いじま遺跡（藤橋村）�
縄 文� 弥生� 古 墳�

古 代� 中 世� 近 世�

事業者：水資源機構徳山ダム建設所�
事業名：徳山ダム建設�

8

櫨原村平遺跡（藤橋村）�
縄 文� 弥生� 古 墳�

古 代� 中 世� 近 世�

事業者：水資源機構徳山ダム建設所�
事業名：徳山ダム建設�

6
はぜ はら むら だいら�

あか ほ ぎ� の うち�

おお すぎ にし�
なな たん だ ばん ば やま�

せい がん じ� はち まん まえ�

なかのおおぼらだいら�

うら はた�

かみ え ど じょう あと�

なかの やま こし� にし が ほらはい じ あと�

おおぼらだいら�ごう こ ふん�

　この遺跡は、揖斐川の最上流部にあります。今年度は、

給食のパンケースで300箱分以上も出土した遺物のうち、

陶器類の整理作業からはじめています。室町時代前後に

使われていた甕や鉢は越前（今の福井県）の物が多く、峠

越えの交流を伺い知ることができます。�

かめ� はち�

清願寺遺跡（美濃市）�
縄 文� 弥生� 古 墳�

古 代� 中 世� 近 世�

事業者：岐阜県基盤整備部美濃建設事務所�
事業名：急傾斜地崩壊対策事業�

9

七反田番場山古墳群�
（岐阜市）�

縄 文� 弥生� 古 墳�

古 代� 中 世� 近 世�

事業者：岐阜県基盤整備部岐阜建設事務所�
事業名：主要地方道岐阜美濃線番場山トンネル工事�

11

八幡前遺跡（美濃市）�
縄 文� 弥生� 古 墳�

古 代� 中 世� 近 世�

事業者：岐阜県基盤整備部美濃建設事務所�
事業名：県道富加美濃線道路改良�

10

大杉西遺跡（関市）�
縄 文� 弥生� 古 墳�

古 代� 中 世� 近 世�

事業者：岐阜県基盤整備部美濃建設事務所�
事業名：一般国道248号関バイパス道路改良�

12

　鎌倉時代～江戸時代の集落跡です。室町時代の掘立

柱建物跡や井戸跡、土塁などを確認しました。東西に細

長い調査区で、小石が入った地境溝も見つかりました。今

年度、遺跡の出土物を整理していく中で、中世～近世にか

けて、集落の移り変わりが確認できるかもしれません。�

ほったて�

ばしらたてものあと� ど るい�

ぢざかいみぞ�

　縄文時代～近現代の集落跡や水田跡などを発見しま

した。特に、古墳時代～室町時代にかけて、水路を制御し

た灌漑施設とともに集落の移り変わりをたどることができ、

連綿と続く人々の生活の様子が復原できます。�

せい ぎょ�

かんがい�

れんめん�

　弥生時代前期と思われる土器棺墓（甕の中に子どもを

埋葬したと考えられている）4基をはじめ、縄文時代中期

末～後期初頭にかけての墓と思われる土坑が見つかりま

した。縄文時代～弥生時代にかけての墓域であったと考

えられます。�

ど き かん ぼ� かめ�

ど こう�

ぼ いき�

　古墳時代後期～終末期にかけての群集墳のうち、3基

の円墳を調査しました。2基が横穴式石室、1基が木棺直

葬墓であり、土師器や須恵器などの遺物が出土しました。�

ぐんしゅうふん�

えん ぷん� よこ あな しき せき しつ� もっ かんじき�

そう ぼ� は じ き� す え き�

　縄文時代～弥生時代の集落跡を発見しました。とくに、

これまで県内であまり発見されていない、縄文時代の掘

立柱建物跡や弥生時代の方形周溝墓などを確認しました。�

ほっ�

たてばしらたてものあと� ほうけい しゅうこう ぼ�

　美濃市大字横越字清願寺に所在する遺跡です。地名

からも分かるように寺の跡である可能性が高く、試掘確

認調査でも中世の山茶碗や寺の基壇と思われる遺構が

確認されました。本格的な調査は今年度の秋から行う予

定です。�

き だん�

　美濃市南部の松鞍山の麓（南西部）にある縄文時代後

期～弥生時代の集落跡の存在が予想される遺跡です。

地表面には下呂石製の石器片が散布し、試掘確認調査で

は、縄文時代後期～晩期の土器片と石器片が出土してい

ます。�

まつくら�

げ ろ いし�

　揖斐川右岸の河岸段丘上にあり、櫨原村平遺跡の対岸

に位置しています。縄文時代早期の土器や石器が見つか

りました。土器の表面には彫刻を施した丸い棒を回転し

てつけた、「押型文」という文様があります。�
おしがたもん�

　揖斐川にそそぐ支流、扇谷沿いにあります。狭い場所

ですが、縄文時代中期後半の竪穴住居跡6軒や配石遺構

などが見つかりました。遺物は縄文時代早期や中期の土

器、たくさんの石器が見つかりました。�

はい せき い こう�

　昨年度調査区の西と南を発掘調査します。昨年度の調

査では、縄文・古墳時代の竪穴住居跡20軒、古墳時代の

掘立柱建物跡12棟などを確認しました。今年度の調査で、

古墳時代における集落の広がりの様子がさらに明らかに

なるのではないかと期待しています。�

ほったてばしらたてものあと�



�

財団役員� 文化財保護センター職員�

3/22 （月） 理事会�
3/31（水） 職員転退出者12名�
4/ 1（木） 職員転入者6名　�
4/14（水） 整理作業開始�
5/11（火） 国府町立国府小1年生遠足�
   （飛騨出張所出土遺物見学）�
5/13（木）�
   ・14（金）

 全国埋蔵文化財法人連絡協議会役員会開催�

6/ 9 （水） 長良養護学校出前授業�
6/15 （火） 理事会�

＜教育普及事業予定＞�

7 / 3（土） 岐阜県発掘調査報告会�
   （飛騨市古川町公民館）13:00～�
7 / 23（金） タイムスリップ探検隊－親子で発掘体験－�
   東野遺跡（坂祝町）�
7 / 28（水） タイムスリップ探検隊－親子で発掘体験－�
   赤保木遺跡（高山市）�
11/16（火） 発掘速報展（岐阜県博物館）�
　～12/19（日）�
11/ 28（日） 発掘速報展記念講演会（岐阜県博物館）�
   奈良大学教授　水野正好氏�

＜現地説明会予定＞�

9月下旬 東野遺跡（坂祝町）�
10月上～中旬 野内遺跡（高山市）�
10月下旬  八幡前遺跡（美濃市）�
10月下旬�
　～11月上旬

 赤保木遺跡（高山市）�

＊日程が決まり次第、新聞やホームページ等でお知らせします。�
�

＜展示予定＞�

県民ふれあい会館「生涯学習センター展示コーナー」（2階）�
ハートフルスクエアＧ「キュービックギャラリー」（ＪＲ岐阜駅2階）�
徳山民俗資料収蔵庫（道の駅ふじはし）�
＊3つの施設で定期的に展示します。ぜひご覧ください。�

セ�ン�タ�ー�日�誌�

セ�ン�タ�ー�の�年�間�行�事�予�定�

　6月から新たに「県民ふれあい会館」や「ハートフ
ルスクエアＧ」で、これまでの発掘調査で出土した
遺物や写真を定期的に展示することになりました。

ぜひご覧ください。また、出前授業や発掘調査、遺跡見学、整
理作業などの体験学習も随時受け付けております。ご要望が
ありましたらご連絡ください。�
　5月から県内４か所で、事業者並びに地元の皆様のご協力
を得て発掘調査を実施しています。大きな成果を期待して
います。今年度もこの「きずな」を通して、発掘調査の様子や
ホットな話題をお届けしたいと考えています。�

あと�
が
あと�
が

会　　長　梶原　　拓（岐阜県知事）�
副 会 長　原　　正之（岐阜県副知事）�
顧　　問　木村　　建（兼理事）�
理 事 長　日比　治男�
副理事長　高橋　宏之�
副理事長　平光　明彦�
常務理事　福田　安昭（兼文化財保護センター所長）�
理　　事　鬼頭　善徳（岐阜県教育長）�
理　　事　木村　　建（前岐阜県議会文化振興議員連盟会長）�
理　　事　坂本　由之（中濃地域音楽療法普及協議会長）�
理　　事　篠田　　薫（小島信夫文学賞の会理事）�
理　　事　篠田　英男（大垣女子短大デザイン美術科教授）�
理　　事　杉山　博文（岐阜女子大学理事長）�
理　　事　鈴木　　誠（岐阜経済大学コミュニティ福祉政
　　　　　　　　　　  策学科教授）�
理　　事　竹内ゆみ子（ＮＰＯ法人ソムニード理事）�
理　　事　玉井　博　（能楽師）�
理　　事　所　　鳳弘（美濃草木染主宰）�
理　　事　殿地　　昇（岐阜県議会文化振興議員連盟会長）�
理　　事　西村　　貢（岐阜大学地域科学部教授）�
理　　事　八賀　　晋（三重大学名誉教授）�
理　　事　松川　禮子（岐阜大学教育学部教授）�
理　　事　山内　章裕（山岡町長）�
理　　事　吉田　　豊（岐阜県芸術文化会議会長）�
監　　事　棚瀬　文晴（岐阜県参与）�
監　　事　近藤　良一（岐阜県副出納長）�

常務理事兼所長  福田  安昭�
�
経営部�
 経営課 課長 川瀬  崇敏�
  課長補佐 新田  雄一�
  主査 森　  芳美、石原  啓之�
  事務専門職 古川  裕子�
�
調査部 部長 川部  　誠�
 調査第一課 課長 大熊  厚志�
  課長補佐 山内  裕行、河合  洋尚�
  学芸主事 三浦  徹大�
 調査第二課 課長 藤岡比呂志�
  課長補佐 鵜飼  高男、林  　芳樹�
  学芸主事 古屋  寿彦、三輪  晃三�
   近藤  大典、小野木  学�
  事務補助員 林　  友美�
�
飛騨出張所 所長 小谷  和彦�
  管理監 森下  茂司�
  課長補佐 近藤　  聡、平田  篤志  
   岡　  敏彦、大宮  次郎  
   小淵  忠司�
  学芸主事 澤村雄一郎、長谷川幸志�
  事務専門職 田口絵里奈�
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 1 岐阜城千畳敷遺跡 岐阜市 ○  岐阜市教育文化振興事業団2000『千畳敷』Ⅲ�
 2 鷺山仙道遺跡 岐阜市 ○  岐阜市教育文化振興事業団2002『鷺山仙道遺跡』　高木晃氏の御教示による。�
 3 大円寺跡 岩村町 ○  井上喜久男1982「岐阜県恵那郡岩村町大円寺跡出土の陶磁」『瑞浪陶磁資料館研究紀要』第１号�
 4 昼飯大塚古墳 大垣市 ○  大垣市教育委員会2003『昼飯大塚古墳』�
 5 尾崎城跡 丹生川村 ○  丹生川村教育委員会1993『尾崎城跡発掘調査報告書』�
 6 江馬氏館跡 神岡町 ○ ○ 神岡町教育委員会1979『江馬氏館跡』�
 7 東氏館跡 大和町 ○ ○ 大和町教育委員会1984『東氏館跡』�
 8 二ノ井遺跡 池田町 ○ ○ 岐阜県文化財保護センター2000『南高野古墳・二ノ井遺跡・市場遺跡』�
 9 道場遺跡 恵那市  ○ 恵那市教育委員会1985『道場遺跡』�
 10 重竹遺跡 関市  ○ 関市教育委員会1984『重竹遺跡3』��
 11 角之御前遺跡 揖斐川町  ○ 小野木学1996「角之御前遺跡出土の中世遺物について」『美濃の考古学』創刊号�
 12 桧遺跡 大垣市  ○ 大垣市教育委員会1998『大垣市埋蔵文化財調査概要　平成9年度』　鈴木元氏の御教示による。�

番号� 遺　跡　名� 所在地� 石　鍋� 文　　　　　　　献�
中国産�
天目茶碗�

6

二ノ井遺跡は揖斐郡池田町片山字南高野に所在し、平成7～8

年に当センターにより発掘調査がなされ、平成12年に調査

報告書が刊行されました。遺跡からは縄文時代～室町時代にかけ

ての遺
い

物
ぶつ

（当時の人々が使用していたモノ）が出土し、特に鎌倉

時代～室町時代の土器が多くみつかりました。また、室町時代の

遺
い

構
こう

（当時の人々の生活の跡）として、幅約3.0ｍ、深さ約0.8ｍの

Ｌ字状に曲がる溝
みぞ

を発見しました。このような大きな溝は、身分

の高い人々が住んでいた館
やかた

の周囲に巡ると考えられています。

この室町時代の溝からは、人々が日常的に使用していた山
やま

茶
ぢゃ

碗
わん

の碗
わん

と小
こ

皿
ざら

という食器や、宴会などで使用する土
は

師
じ

器
き

皿
ざら

という素
す

焼
や

きの皿、中国で生産され日本に流通した青
せい

磁
じ

や白
はく

磁
じ

などが出土

しました。そのなかでも、出土事例が稀
まれ

な遺物として「中国産の

天
てん

目
もく

茶
ぢゃ

碗
わん

」と「石
いし

鍋
なべ

」があります。

天目茶碗は抹
まっ

茶
ちゃ

を飲むための茶碗の一つで、中国にある天目山

の禅
ぜん

院
いん

で使用された黒褐色の茶碗を、日本の禅僧が持ち帰って天

目と呼んだとされています。茶碗の底に付けた台（高
こう

台
だい

）が小さ

く、口付近（口
こう

縁
えん

部
ぶ

）はいったん内側にすぼまり、再び外側に開

く形をしています。中国産の天目茶碗は、平安時代末（12世紀前

半）頃に博
はか

多
た

に伝来し、鎌倉時代中頃（13世紀中頃）以降、博多以

外の地でも出土例が増加します。一方、日本産の天目茶碗は、現

在の愛知県瀬戸市や岐阜県多治見市を中心とした瀬
せ

戸
と

美
み

濃
の

窯
よう

で鎌

倉時代後半（13世紀末）より生産が始まりました。中国産の天目

茶碗は、使われている土がきめ細かく黒っぽい色をしているので、

日本産のものと区別できます。

石鍋は外側に幅広の鍔
つば

がつく煮炊きの道具で、主に長崎県で作

られて全国に流通したと言われています。石鍋は滑
かっ

石
せき

という軟ら

かい石から作られ、平安時代後半頃（10世紀末）より使用されま

した。当時は、石鍋が4個で牛1頭と同じ値段になるほど高価なも

のであったとされています。

さて、これまでに岐阜県内では、約600もの中
ちゅう

世
せい

（主に鎌倉時

代～室町時代）の遺跡を発掘調査し、膨大な量の遺物が発見され

ています。しかし、中国産の天目茶碗と石鍋の出土遺跡を集める

と、両者ともに7～8遺跡のみであり、その出土数は極めて少ない

ことがわかりました（表1）。出土した遺跡の性格は、尾
お

崎
ざき

城
じょう

跡
あと

の

ような城跡、江
え

馬
ま

氏
し

館跡や東
とう

氏
し

館跡、鷺
さぎ

山
やま

仙
せん

道
どう

遺跡などの館跡、

重
しげ

竹
たけ

遺跡や角
すみ

之
の

御
ご

前
ぜん

遺跡など地域の拠点となるような集落跡など

があります。つまり、これらの遺物は寺・城・館・拠点集落など、

当時でも限られた場所でしか使用されていなかったことがわかり

ます。そして、このような場に住み得た人物は、それなりの身分

や階層であったと思われます。

中世において、二ノ井遺跡周辺に存在していた権力者の記録は

不明です。しかし出土した遺物は、当時、遺跡周辺に住んでいた

人々のことを物語ってくれます。

0 10cm

小野木 学

二
に

ノ
の

井
い

遺跡の中世遺物
～中国産天

てん

目
もく

茶
ぢゃ

碗
わん

と石
いし

鍋
なべ

～

図１　二ノ井遺跡出土の中国産天目茶碗（左）と石鍋（右）

表1 岐阜県内の中国産天目茶碗・石鍋出土遺跡一覧



I N F O R M A T I O N

◆タイムスリップ探検隊
（下の欄を参照下さい）

◆出前授業（職員が学校に
出向き授業を担当）

◆職場体験の受け入れ

◆歴史学習教材として遺
物・写真資料等の貸出

◆発掘調査現地説明会（発掘調査現場や
調査の成果を公開）

◆発掘調査報告会（前年度の県内におけ
る発掘調査についての事例報告）

◆発掘速報展示（出土した遺物の展示・
説明）

◆センター広報誌「きずな」（年3回定期
発行）

◆ホームページによる情報提供

◆考古学に関する講師派遣

教 業事及普育 いろ
いろ

センターでは、県民の皆様に発掘調査の成果
をよりわかりやすく知っていただくために、次の
ような教育普及事業を行っています。

ぜ　ひ
ご活用
下さい

学 校 教 育社 会 教 育

センター
の

考古学・発掘調査についてのご質問・ご要望は、当センターまでお気軽にご相談下さい。

中学校での出前授業の様子

平成15年度の様子（東野遺跡）

対　象 県内小学5・6年生とその保護者
参加費 無料
定　員 計100名程度（各50名前後）

8 この印刷物は環境にやさしい植物性大豆インキと�
古紙配合率100％再生紙を使用しています。�
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三田洞�
事務所�

〒502-0003　岐阜県岐阜市三田洞東1-26-1�
TEL. 058-237-8550（代） FAX. 058-237-8551�
e-mail : gifu@maibun.gifu-net.jp

飛　騨�
出張所�

〒509-4122　岐阜県吉城郡国府町名張字峠1425-1�
TEL. 0577-72-4784（代） FAX. 0577-72-4690�
e-mail : hida@maibun.gifu-net.jp


